［様式1］
ＩＣＴ経済・地域活性化基盤確立事業（「ユビキタス特区」事業）
提案概要
※赤字は留意事項です。提出の際にはすべて削除してください。
	提案組織名
及び代表者氏名
	

	住　所
	

	連絡先
	担当者氏名：
電話：
e-mail：

	共同提案組織名

及び代表者氏名
	


※提出する組織の名称（企業名、大学名等）及び組織の代表者氏名を記入してください
　共同で提案する場合には、連名で記入してください。
※本提案に係る不明な点があった場合に問い合わせることがあります。
	１．実施内容等
	プロジェクト名
	

	
	分野（類型）
	※ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネスの創出が期待されている分野を記入して下さい。
※分野としては、「ユビキタス特区」事業の「類型」
のうち最も近い「類型」を記入して下さい。ただし、該当する「類型」がない場合は、新たに分野名を設定して下さい。

	
	（本プロジェクトの背景）
※上記の分野において、「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネスの創出が期待されている」ことを、当該分野に関する動向（政策・制度、社会・経済等）を踏まえ、分かりやすく説明して下さい。
※その上で、「当該サービス・ビジネスの創出に不可欠な共通的な基盤（プラットフォーム）について技術標準化、制度整備等が実施されていないために、当該サービス・ビジネスの創出が妨げられていること」（標準技術、制度等が基盤の実現に資する理由）を分かりやすく説明して下さい。
※なお、この欄では「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」についてはその名称を記入する程度に留め、概要は次の欄で記入して下さい。
（検討経緯）
※本プロジェクトの検討経緯を、時系列・箇条書で記入してください。
（例）

平成●●年●月　検討開始

平成●●年●月　市場・ニーズ調査実施
平成●●年●月　計画策定

・・・

	
	（ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネスの概要）
※ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス（平成２３年度までの早期に創出が期待できるもの）の概要を記入して下さい。

（例）

○どのような場所・利用場面において、どのような利用者を対象として、どのような情報通信技術を活用したどのような情報・機能を提供するサービス。

○これにより、利用者にとって何がどうなり（メリット）、（国民生活の利便性の向上／経済や地域の活性化／将来の成長）に寄与するもの。
※上記の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」のイメージ図、モデル図、システム構成図、画面遷移と画面イメージ、各主体にとってのメリット等、ビジネスモデルと具体的な収益確保の仕組みを別添様式に記入して下さい。

	
	（１）ＩＣＴを活用した新しいサービスモデルの確立
（成果目標）

※上記の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」を平成２３年度までの早期に創出するために必要なＩＣＴを活用した新しいサービスモデルの確立について設定した、具体的な成果目標について記入して下さい。

※ただし、「ＩＣＴを活用した新しいサービスモデルの確立」が既になされている場合や、他のプロジェクト等の成果を活用する場合は、その旨記入して下さい。

（実施内容）

※上記の成果目標を達成するために、本プロジェクトで実施する開発・実証内容を具体的に記入して下さい。
※また、開発・実証内容は、別添様式のモデル図やシステム構成図において、何をどうするか（例：機器を新規開発する、機器を小型化する等）が分かるようにして下さい。

※なお、開発・実証内容は、重複なく漏れなく体系的に分かりやすく記入して下さい。必要に応じ、別添様式に「プロジェクトの体系」を整理し、それに従い本紙に開発・実証内容を記入するなど、工夫して下さい。
（例）

1 技術開発・システム構築
※実証用システムの構成図を別添様式に記入して下さい。

※工程毎の作業概要を以下に記入して下さい。

ア．サービス要件に関する調査・検討
　　・・・・・

イ．××技術の開発
　　　 ・・・

　 ウ．実証用システムの構築

　　※設計、開発、テスト等
2 サービスの実証
※「サービスの実証（概要）」を別添様式に記入して下さい。

※工程毎の作業概要を以下に記入して下さい。

ア．実証の準備

　　※体制の構築、参加者の募集、機器の設置等。
イ．フィールド実証の実施

　　　 ・・・

　 ウ．実証データの取得・分析
　　※アンケートの設計、実証データの取得・回収、分析・仮説の検証、課題抽出等
3 ビジネスモデルの検証
・・・・・


	
	（２）基盤の実現に資する標準技術、制度等の確立
（成果目標）

※「１．実施内容等」の「本プロジェクトの背景」を踏まえ、上記の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」を平成２３年度までの早期に創出するために不可欠な基盤の実現に資する標準技術、制度等の確立について設定した、具体的な成果目標について記入して下さい。
（実施内容）
※上記の成果目標を達成するために、本プロジェクトで実施する取組内容を具体的に記入して下さい。

※なお、取組内容は、重複なく漏れなく体系的に分かりやすく記入して下さい。必要に応じ、別添様式に「プロジェクトの体系」を整理し、それに従い本紙に取組内容を記入するなど、工夫して下さい。
（例）

1 ○○の標準化に向けた提案
・・・・・

2 ○○に関するガイドライン案の作成
・・・・・

	
	（事業規模）

※国による予算支援を前提とせずにプロジェクトの事業規模を記入してください。
※単位は「万円」とし、百万円単位で切り上げて下さい。

※積算内訳を「予算計画書」に記入して下さい。

	
	（電波の利用に係る事項）
※電子タグ用の電波等、無線局免許の取得を要しない場合があります。
ご不明な場合には、連絡先に問い合わせてください。

	
	
	周波数帯
	

	
	
	占有周波数帯幅
	

	
	
	空中線電力・
実効輻射電力
	

	
	
	その他
	※以下の項目について希望する内容を具体的に記入してください。
無線設備の設置場所、移動運用の有無（有りの場合は移動範囲）、空中線の位置（緯度経度）、地上高及び海抜高、空中線の利得、偏波及び指向特性、運用時間、電波を利用しようとする期間

	２．実施場所
	市区町村名
※複数の市区町村にまたがる場合には、そのすべてを記入してください。
	　　　　　　都道府県　　　　　　市区町村

	
	（主な開発場所）
○○○○○社○○研究所（住所：○○都道府県○○市区町村・・・）

○○○○○社○○センター（住所：○○都道府県○○市区町村・・・）
（実証実施場所）
場所や地域の名称（住所：○○都道府県○○市区町村・・・）

※実証用のシステムを構成する機器が設置される場所や地域、実証用のサービスの利用・提供者がサービスを利用・提供する場所や地域について記入して下さい。

	３．実施期間
	平成２１年　　月　～　平成　　年　　月
※実施期間は、平成２１年度内としてください。
※電波を利用しようとする期間が実施期間より短くなる場合には、その期間を注釈を付して記入してください。
※本提案書の記入内容を踏まえ、「スケジュール（平成２１年度～平成２３年度）」、「スケジュール（平成２１年度）」を別添様式に記入して下さい。

	
	（プロジェクト終了時における利用者への対応予定）
※利用者への通知時期、代替サービスの提供等について記入してください。

	４．成果展開
	（民間ビジネスにおける成果の活用）

（官の政策における成果の活用）

※「１．実施内容等」の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」を平成２３年度までの早期に創出するために、「１．実施内容等」の「成果目標」に記入した本プロジェクトの「具体的成果」を、誰がどのように活用することが必要とされるか、具体的に記入して下さい。

	５．国民生活の利便性の向上、経済や地域の活性化、将来の成長
	※「１．実施内容等」の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」が、国民生活の利便性の向上、経済や地域の活性化、将来の成長に有効な点について、「１．実施内容」の「各主体にとってのメリット等」を踏まえ、道筋や因果関係を分かりやすく記入してください。



	６．緊急性・即効性
	※「１．実施内容等」の「ＩＣＴを活用した新しいサービス・ビジネス」の創出が、平成２３年度までの早期に期待できる理由について、「３．実施期間」の「スケジュール（平成２１年度～平成２３年度）」を踏まえ、分かりやすく記入してください。

	７．関係府省による環境整備等
	※本プロジェクトを実施する上で有効な関係府省による環境整備、関係府省（の政策やプロジェクト等）との連携方策について、具体的な提案があれば記入してください。

	８．他のサービス・プロジェクトとの比較
	※既存の「ユビキタス特区」事業を含む他のサービス・プロジェクトとの比較を別添様式に記入して下さい。
①「ユビキタス特区」事業（平成20年度～平成22年度）28件

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/2008/pdf/080623_2_sa.pdf
②「ユビキタス特区」事業（平成21年度～平成22年度）3件

http://www.soumu.go.jp/main_content/000011743.pdf、http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_000003.html
3 ＩＣＴ地域経済活性化事業（「ユビキタス特区」事業） 地域活力向上プロジェクト（平成20年度二次補正予算）10件

http://www.soumu.go.jp/main_content/000014868.pdf

	９．その他
	


※１　複数のプロジェクトの提案の場合は、別々のフォーマットに記入してください。
［様式2］
実施体制説明書
１．開発・実証等担当者

（１）実施体制図

※別添様式の「プロジェクトの体系」（のうち必要な階層まで）を記入の上、それに従って、各項目の開発・実証等担当者の「役割：氏名（所属）」を記入して下さい。
（例）
代表責任者：○○　○○（A社）
　　　  （１）ＩＣＴを活用した新しいサービスモデルの確立

①技術開発・システム構築
・担当
開発リーダー：○○　○○（A社）
開発・実証員：○○　○○（A社）
　　　　　　　○○　○○（B社）
開発補助者（○○名）
②サービスの実証
・担当
開発リーダー：○○　○○（B社）
開発・実証員：○○　○○（C研究所）
　　　　　　　
（２）基盤の実現に資する標準技術、制度等の確立

①○○の標準化に向けた提案
　　　　　

②○○に関するガイドライン案の作成
（３）プロジェクト管理
（２）各組織の役割

※共同提案の場合は、それぞれの事業者（再委託先）の分担関係を明確に記入して下さい。
※上記実施体制中の各主体の役割を、簡潔に記載してください。

	
	名称
	役割
	委託先

候補

	代表提案組織
	Ａ社
	主に○○の立場から、○○を行う。
	○

	共同提案組織
	Ｂ社
	主に○○の立場から、○○を行う。
	－

	〃
	Ｃ社
	○○のうち、○○を行う。
	－


２　委員会等委員

※本プロジェクトの実施上必要な知識や情報等について意見交換を行うなど、各種検討や工程管理を目的にして外部の学識経験者や有識者等が参画する委員会等を設置する場合には、その位置付けや役割等について記入して下さい。
名称：○○開発・実証運営委員会

目的：関連する実施内容間の調整、成果の取りまとめ方等プロジェクト全体の方針について幅広い観点から助言を頂くとともに、実際のプロジェクトの進め方について適宜指導を頂き、実施主体において実証事項や成果報告書等に反映することを目的とする。
開催期間・頻度：

開催場所：

構成員等：下表のとおり。

	
	所属・役職
	氏名
	備考

	座長
	A社
	○○　○○
	○○に関する学識経験者

	構成員
	B社
	○×　○○
	代表責任者

	
	C社
	
	○○の開発の責任者

	
	D社
	
	○○に関する有識者

	
	
	
	サービス利用者の視点

	オブザーバ
	
	
	実施場所の自治体の○○部門

	
	
	
	○○制度を所管する○○省の地方支分部局

	事務局
	
	
	


※備考欄は、期待される役割や選定理由等あれば、簡潔に記入して下さい。
※上記委員会等の下に部会等を設置する場合は、同様に、名称～構成員等について記入して下さい。

［様式3a］
※共同提案の場合は、全体計画について記入してください。
平成２１年度　予算計画書（全体）

[image: image1.emf]使用組織 金額〔円〕

例） （注5）

Ⅰ．設備備品費 **,***

１．

開発・実証用機器購入費(注2)

機器名（単価・個数を記載） **,***A社

２．保守費 機器名 **,***B社

３．改造修理費 機器名 **,***A社

Ⅱ．労務費 (注3) **,***

１．開発・実証員費 開発・実証員　   *,***円×***人・時 **,***A社

２．開発・実証補助員費 開発・実証補助員 *,***円×***人・時 **,***B社

Ⅲ．その他経費 **,***

１．消耗品・備品費 研究試料    *,***円×数量 **,***A社

２．光熱水費 光熱費　　  *,***円×12ヶ月 **,***A社

回線使用料  *,***円×12ヶ月 **,***B社

３．旅費・交通費 (香港－L.A.間) **,***円×*人・回 **,***C研究所

(東京－大阪間) **,***円×*人・回 **,***A社

４．設備施設料 **,***円×**時間 **,***B社

５．委員会経費 **,***円×**人 **,***C研究所

６．委員調査費 ○○に関する調査 **,***A社

７．報告書作成費 印刷・製本代等 **,***B社

８．

開発・実証用機器ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ費(注2)

機器名（単価・個数・期間を記載） C研究所

９．その他特別費 ※詳細に記入のこと。 **,***B社

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ **,***

（壱円未満は端数切捨）

Ⅳ．一般管理費（注4） （Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）×一般管理費率α **,***

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ **,***

（壱円未満は端数切捨）

Ⅴ×消費税率 **,***

Ⅴ＋　消費税 **,***

合計

（単位：円。原則、千円未満は端数切捨。ただし、端数切捨のない項目もありうる。）

項　　目 積算内容

　直接経費



Ⅴ．総　額

消費税


(注1) Ⅰ～Ⅴは、消費税を含まない額を記入して下さい。　 
(注2) 開発・実証用機器の概要を様式４、５に記入して下さい。
(注3) 国立大学法人・公立大学等に所属する研究者等の労務費は積算に含むことが出来ません。
(注4) 直接経費の１０％以下の額を記入して下さい。
(注5) 共同提案の場合は、項目ごとに開発・実証費を使用する組織を明記して下さい。
(注6) 本様式の作成にあたっては、別添１の事業実施要領中「委託対象経費の範囲」を参照ください。
。
［様式3b］
（共同提案の場合のみ）
· 事業者（再委託先）ごとに、各々が担当する開発・実証の部分について記入して下さい。
· 下記では、先の［様式3a］の事業者・Ａ社の例を示す。
平成２１年度　予算計画書（組織毎）


[image: image2.emf]金額〔円〕

例）

Ⅰ．設備備品費 **,***

１．

開発・実証用機器購入費(注2

)

機器名（単価・個数を記載） **,***

２．保守費

３．改造修理費 機器名 **,***

Ⅱ．労務費 (注3) **,***

１．開発・実証員費 開発・実証員　   *,***円×***人・時 **,***

２．開発・実証補助員費

Ⅲ．その他経費 **,***

１．消耗品・備品費 研究試料    *,***円×数量 **,***

２．光熱水費 光熱費　　  *,***円×12ヶ月 **,***

３．旅費・交通費

(東京－大阪間) **,***円×*人・回 **,***

４．設備施設料

５．委員会経費

６．委員調査費 ○○に関する調査 **,***

７．報告書作成費

８．

開発・実証用機器ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ費(注2)

９．その他特別費

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ **,***

（壱円未満は端数切捨）

Ⅳ．一般管理費(注4) （Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）×一般管理費率α **,***

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ **,***

（壱円未満は端数切捨）

Ⅴ×消費税率 **,***

Ⅴ＋　消費税 **,***

合計

（単位：円。原則、千円未満は端数切捨。ただし、端数切捨のない項目もありうる。）

項　　目 積算内容

　直接経費



Ⅴ．総　額

消費税


(注1) Ⅰ～Ⅴは、消費税を含まない額を記入して下さい。　 
(注2) 開発・実証用機器の概要を様式４、５に記入して下さい。
(注3) 国立大学法人・公立大学等に所属する研究者等の労務費は積算に含むことが出来ません。
(注4) 直接経費の１０％以下の額を記入して下さい。
(注5) 本様式の作成にあたっては、別添１の事業実施要領中「委託対象経費の範囲」を参照ください。
［様式4］
主要既存開発・実証用機器説明書
	· 本プロジェクトにおいて使用する主要な既存開発・実証用機器の名称、所有事業者、メーカー、型番、仕様・性能、本プロジェクトにおける使用目的について記入して下さい。
・××に関する開発に使用する設備
　　
名称：○○装置
所有機関：A社
メーカー：
型式・番号：
仕様・性能：
使用目的：
名称：○○装置
所有機関：B社
メーカー：
型式・番号：
仕様・性能：
使用目的：
　　　



［様式5］
主要開発・実証用機器リース・レンタル計画書
	設備名・
メーカー・型番
	性能・仕様・期間
	金　額
	使用目的
使用事業者

	○○設備
（メーカー、型番などもわかる範囲で記入して下さい。）
	性能：
仕様：
（平成○○年○月～平成○○年○月）

	単価○○円
（1ヶ月）
［21年度］
○○円
（○ヶ月）

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


主要開発・実証用機器購入計画書

	設備名・

メーカー・型番
	性能・仕様・

購入予定時期
	金　額
	使用目的

使用場所
	リース不可の理由及び

事業期間終了後の取扱い

	○○


	性能：

仕様：

（○○年○○月頃）
	単価　　Ａ円

数量　　Ｂ個

金額Ａ×Ｂ円


	
	【理由】

○○によりリース困難とのリース会社からの回答があったため。



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※委託業務の遂行に必要な機器等の調達は原則リース・レンタルによるものとする。リース・レンタル出来ない場合に限り機器等の購入を認めるが、当該機器をリース・レンタル出来ない合理的な理由が必要となるので注意すること。

※事業実施期間終了後の購入機器の取扱いについては、できるだけ詳細に記入。




































別添 ２








� � HYPERLINK "http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/2008/pdf/080623_2_sa.pdf" �http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/2008/pdf/080623_2_sa.pdf�


http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_000003.html


� プロジェクトを統括する立場にある開発・実証等担当者（開発・実証等代表者）は氏名の前に○を付すこと


� 委員会等名及びその構成員を記載
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様式２

				（単位：円。原則、千円未満は端数切捨。ただし、端数切捨のない項目もありうる。）

				項　　目 コウメ						積算内容 セキサンナイヨウ				使用組織 ツカヨウソシキ		金額〔円〕 キンガクエン

										例）				（注5） チュウ

				Ⅰ．設備備品費 セツビビヒンヒ												**,***

						１．開発・実証用機器購入費(注2) カイハツジッショウキキ				機器名（単価・個数を記載）		**,***		A社

						２．保守費				機器名		**,***		B社 シャ

						３．改造修理費				機器名		**,***		A社 シャ

				Ⅱ．労務費 ロウムヒ				(注3) チュウ								**,***

						１．開発・実証員費 カイハツジッショウインヒ				開発・実証員　   *,***円×***人・時 カイハツジッショウイン		**,***		A社

						２．開発・実証補助員費 カイハツジッショウホジョインヒ				開発・実証補助員 *,***円×***人・時 カイハツジッショウホジョイン		**,***		B社 シャ

				Ⅲ．その他経費 タケイヒ												**,***

						１．消耗品・備品費 ショウモウヒンビヒンヒ				研究試料    *,***円×数量		**,***		A社

						２．光熱水費 コウネツミズヒ				光熱費　　  *,***円×12ヶ月		**,***		A社

										回線使用料  *,***円×12ヶ月		**,***		B社 シャ

						３．旅費・交通費 リョヒコウツウヒ				(香港－L.A.間) **,***円×*人・回 ホンコン		**,***		C研究所 ケンキュウショ

										(東京－大阪間) **,***円×*人・回 トウキョウオオサカ		**,***		A社

						４．設備施設料 セツビシセツリョウ				**,***円×**時間		**,***		B社 シャ

						５．委員会経費 イインカイケイヒ				**,***円×**人		**,***		C研究所 ケンキュウショ

						６．委員調査費 イインチョウサヒ				○○に関する調査		**,***		A社

						７．報告書作成費 ホウコクショサクセイヒ				印刷・製本代等		**,***		B社 シャ

						８．開発・実証用機器ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ費(注2) カイハツジッショウヨウキキヒ				機器名（単価・個数・期間を記載）				C研究所 ケンキュウショ

						９．その他特別費 タトクベツヒ				※詳細に記入のこと。		**,***		B社 シャ

				　直接経費 チョクセツケイヒ						Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ						**,***

																（壱円未満は端数切捨） イチエンミマンハスウキス

				Ⅳ．一般管理費（注4） イッパンカンリヒチュウ						（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）×一般管理費率α イッパンカンリヒリツ						**,***

				Ⅴ．総　額 フサガク						Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ						**,***

																（壱円未満は端数切捨）

				消費税 ショウヒゼイ						Ⅴ×消費税率 ショウヒゼイリツ						**,***

				合計 ゴウケイ						Ⅴ＋　消費税 ショウヒゼイ						**,***



&R&"ＭＳ ゴシック,標準"&12様式５




_1306266958.xls
様式２

				（単位：円。原則、千円未満は端数切捨。ただし、端数切捨のない項目もありうる。）

				項　　目 コウメ						積算内容 セキサンナイヨウ						金額〔円〕 キンガクエン

										例）

				Ⅰ．設備備品費 セツビビヒンヒ												**,***

						１．開発・実証用機器購入費(注2) カイハツジッショウキキチュウ				機器名（単価・個数を記載）				**,***

						２．保守費

						３．改造修理費				機器名				**,***

				Ⅱ．労務費 (注3) ロウムヒチュウ												**,***

						１．開発・実証員費 カイハツジッショウインヒ				開発・実証員　   *,***円×***人・時 カイハツジッショウイン				**,***

						２．開発・実証補助員費 カイハツジッショウホジョインヒ

				Ⅲ．その他経費 タケイヒ												**,***

						１．消耗品・備品費 ショウモウヒンビヒンヒ				研究試料    *,***円×数量				**,***

						２．光熱水費 コウネツミズヒ				光熱費　　  *,***円×12ヶ月				**,***

						３．旅費・交通費 リョヒコウツウヒ

										(東京－大阪間) **,***円×*人・回 トウキョウオオサカ				**,***

						４．設備施設料 セツビシセツリョウ

						５．委員会経費 イインカイケイヒ

						６．委員調査費 イインチョウサヒ				○○に関する調査				**,***

						７．報告書作成費 ホウコクショサクセイヒ

						８．開発・実証用機器ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ費(注2) カイハツジッショウヨウキキヒチュウ

						９．その他特別費 タトクベツヒ

				　直接経費 チョクセツケイヒ						Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ						**,***

																（壱円未満は端数切捨） イチエンミマンハスウキス

				Ⅳ．一般管理費(注4) イッパンカンリヒチュウ						（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）×一般管理費率α イッパンカンリヒリツ						**,***

				Ⅴ．総　額 フサガク						Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ						**,***

																（壱円未満は端数切捨） イチエンミマンハスウキス

				消費税 ショウヒゼイ						Ⅴ×消費税率 ショウヒゼイリツ						**,***

				合計 ゴウケイ						Ⅴ＋　消費税 ショウヒゼイ						**,***



&R&"ＭＳ ゴシック,標準"&12様式５




